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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第43期
第１四半期
連結累計期間

第44期
第１四半期
連結累計期間

第43期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 2,592,358 2,608,239 10,879,461

経常利益 (千円) 350,132 288,660 1,216,961

四半期(当期)純利益 (千円) 184,577 190,946 639,944

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 126,692 156,578 557,486

純資産額 (千円) 3,822,669 4,220,345 4,158,615

総資産額 (千円) 34,525,945 34,858,621 35,322,093

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 29.19 30.20 101.20

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ─ ─ ─

自己資本比率 (％) 11.1 12.1 11.8

　

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。　

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　
当第１四半期連結累計期間の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フロー状況の分析は、以下のとおりで

あります。

　
(1) 経営成績の分析

経済産業省「特定サービス産業動態調査」(サンプル調査、速報)によりますと、平成24年４～６月の結

婚式場業の取扱い件数は前年同期比0.7％減の14,379件、売上高は同1.7％増の43,072百万円となってお

ります。一方、葬儀業の同期間の取扱い件数は前年同期比10.8％増の97,974件、売上高は同8.9％増の

138,430百万円となっております。

このような状況下、当社グループでは以下の努力を行ってまいりました。

ホテル事業では、積極的な広告・営業活動を展開した結果、婚礼施行組数、宴会件数が増加したことに

より売上高は前年同四半期比15.5％増の798百万円となりました。また、営業費用は売上の増加に伴い前

年同四半期比10.9％増となり、営業利益は53百万円（前年同四半期比107.4％増）となりました。

式典事業では、引続き定期的なご葬儀勉強会、生前相談会等を開催するとともに、積極的な広告宣伝活

動、メンバー会員様とのコミュニケーションを深めるなどの活動を行ってまいりました。当第１四半期連

結累計期間においては、ご葬儀１件あたりの売上高は前年同四半期比で増加したものの、当社の営業エリ

アにおける死亡者数が減少したため、ご葬儀件数は減少いたしました。その結果、売上高は前年同四半期

比4.4％減の1,648百万円となり、営業利益は383百万円（前年同四半期比16.6％減）となりました。

その他の事業では、介護サービス利用者、老人ホーム入居者、保険加入者の増加を目指すため、積極的な

広告活動、サービス品質向上などの活動を深めてまいりました。当第１四半期連結累計期間においては、

老人ホームの新規入居者が前年同四半期比で減少したため、売上高は前年同四半期比8.3％減の161百万

円となり、営業利益は30百万円(前年同四半期比33.3%減)となりました。

　
以上により、当第１四半期連結累計期間における売上高は前年同四半期比0.6％増の2,608百万円、営業

利益は前年同四半期比19.8％減の246百万円、経常利益は前年同四半期比17.6％減の288百万円、四半期純

利益は受取保険金の計上、法人税等の減少等により、前年同四半期比3.5％増の190百万円となりました。
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(2) 財政状態の分析

①　資産

資産合計は34,858百万円（前連結会計年度末比1.3％減）となりました。

a:流動資産

流動資産は10,429百万円（前連結会計年度末比0.5％増）となりました。これは現金及び預金の増

加が主たる要因であります。

b:固定資産

固定資産は24,424百万円（前連結会計年度末比2.1％減）となりました。これは、減価償却費の計

上等による有形固定資産の減少、のれんの償却等による無形固定資産の減少、供託金の取り崩し等に

よる投資その他の資産の減少が主たる要因であります。

②　負債

負債合計は30,638百万円（前連結会計年度末比1.7％減）となりました。

a：流動負債

流動負債は1,793百万円（前連結会計年度末比21.1％減）となりました。これは、未払金の減少及

び未払法人税等の減少等が主たる要因であります。

b：固定負債

固定負債は28,844百万円（前連結会計年度末比0.2％減）となりました。これは、前払式特定取引

前受金の減少が主たる要因であります。

③　純資産

当第１四半期末における純資産は、前連結会計年度末に比べ61百万円増加し、4,220百万円となりま

した。これは、利益剰余金が四半期純利益の計上により190百万円増加した一方で配当金の計上により

94百万円減少するなど、結果として96百万円増加し、その他有価証券評価差額金が34百万円減少したこ

とによるものです。

　
　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 25,680,000

計 25,680,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年８月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,820,000 6,820,000
大阪証券取引所

　ＪＡＳＤＡＱ
　（スタンダード）

単元株式数100株

計 6,820,000 6,820,000 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年４月１日～
平成24年６月30日

─ 6,820,000 ─ 610,000 ─ 236,733

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
　普通株式

496,700
― ―

完全議決権株式(その他)
　普通株式

6,322,600
63,226 ―

単元未満株式
　普通株式

700
― ―

発行済株式総数 6,820,000― ―

総株主の議決権 ― 63,226 ―

(注)１.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が800株（議決権８個）含まれ

ております。

２.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式が95株含まれております。

３．当第１四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日（平成24年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社サン・ライフ

神奈川県平塚市馬入本町
13－11

496,700 ─ 496,700 7.28

計 ― 496,700 ─ 496,700 7.28

　

　

２ 【役員の状況】

　

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成24年４月１日

から平成24年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年６月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 8,569,568 8,980,865

売掛金 333,643 280,072

有価証券 1,075,689 799,298

商品及び製品 37,929 41,302

原材料及び貯蔵品 73,996 66,519

その他 288,721 267,387

貸倒引当金 △5,234 △5,865

流動資産合計 10,374,314 10,429,580

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 6,834,895 6,737,072

土地 9,426,281 9,426,281

その他（純額） 327,695 317,707

有形固定資産合計 16,588,872 16,481,061

無形固定資産

のれん 1,360,863 1,302,541

その他 396,423 393,779

無形固定資産合計 1,757,287 1,696,320

投資その他の資産

供託金 1,973,165 1,273,165

その他 4,679,537 5,031,123

貸倒引当金 △55,803 △56,759

投資その他の資産合計 6,596,899 6,247,528

固定資産合計 24,943,058 24,424,910

繰延資産

開業費 4,719 4,129

繰延資産合計 4,719 4,129

資産合計 35,322,093 34,858,621
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成24年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 571,803 531,051

未払金 408,059 204,850

未払法人税等 366,200 84,535

引当金 138,850 88,875

その他 788,733 884,402

流動負債合計 2,273,647 1,793,715

固定負債

前払式特定取引前受金 28,080,599 28,040,954

引当金 217,305 221,153

その他 591,925 582,453

固定負債合計 28,889,830 28,844,561

負債合計 31,163,478 30,638,276

純資産の部

株主資本

資本金 610,000 610,000

資本剰余金 236,733 236,733

利益剰余金 3,822,809 3,918,907

自己株式 △480,030 △480,030

株主資本合計 4,189,512 4,285,610

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △30,897 △65,264

その他の包括利益累計額合計 △30,897 △65,264

純資産合計 4,158,615 4,220,345

負債純資産合計 35,322,093 34,858,621
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

売上高 2,592,358 2,608,239

売上原価 1,827,024 1,901,544

売上総利益 765,334 706,695

販売費及び一般管理費 457,581 459,803

営業利益 307,752 246,892

営業外収益

受取利息 9,421 13,948

受取配当金 13,231 14,208

前受金月掛中断収入 19,780 12,734

不動産賃貸収入 3,952 4,269

投資有価証券売却益 66,580 0

その他 11,718 14,810

営業外収益合計 124,684 59,971

営業外費用

不動産賃貸費用 2,808 2,153

前受金復活損失引当金繰入額 15,515 12,319

投資有価証券売却損 40,051 －

複合金融商品評価損 11,120 －

その他 12,809 3,730

営業外費用合計 82,304 18,202

経常利益 350,132 288,660

特別利益

受取保険金 － 41,541

特別利益合計 － 41,541

特別損失

固定資産除売却損 514 899

投資有価証券評価損 896 －

特別損失合計 1,410 899

税金等調整前四半期純利益 348,721 329,302

法人税、住民税及び事業税 92,155 85,115

法人税等調整額 71,989 53,241

法人税等合計 164,144 138,356

少数株主損益調整前四半期純利益 184,577 190,946

四半期純利益 184,577 190,946
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 184,577 190,946

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △57,885 △34,367

その他の包括利益合計 △57,885 △34,367

四半期包括利益 126,692 156,578

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 126,692 156,578
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【会計方針の変更等】

　
当第１四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、当第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

なお、当該変更が当第１四半期連結累計期間の損益及びセグメント情報に与える影響は軽微であります。

　
【注記事項】

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びの

れんの償却額は、次のとおりであります。

　

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

減価償却費 166,230千円 148,726千円

のれんの償却額 58,322千円 58,322千円

　

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成23年６月23日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 94,848 15平成23年３月31日 平成23年６月24日

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。

　
当第１四半期連結累計期間(自　平成24年４月１日　至　平成24年６月30日)

　

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成24年６月21日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 94,848 15平成24年３月31日 平成24年６月22日

　

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

　 ホテル事業 式典事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 691,0361,725,4852,416,522175,8362,592,358― 2,592,358

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

31,573 ― 31,5734,63136,204(36,204)―

計 722,6101,725,4852,448,095180,4672,628,563(36,204)2,592,358

セグメント利益 25,768459,922485,69146,288531,979△224,227307,752

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、ファイナンシャル・サ

ポート・サービス、有料老人ホーム事業、少額短期保険業他が含まれております。

２　セグメント利益の調整額△224,227千円には、セグメント間取引消去9,375千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△233,602千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　
Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

　 報告セグメント
その他
(注)１

合計
調整額
(注)２

四半期連結
損益計算書
計上額
(注)３

　 ホテル事業 式典事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客への売上高 798,1431,648,7702,446,914161,3252,608,239― 2,608,239

(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

28,180 ― 28,1804,68832,869(32,869)―

計 826,3231,648,7702,475,094166,0142,641,108(32,869)2,608,239

セグメント利益 53,452383,409436,86230,868467,731△220,839246,892

(注) １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、介護事業、ファイナンシャル・サ

ポート・サービス、有料老人ホーム事業、少額短期保険業他が含まれております。

２　セグメント利益の調整額△220,839千円には、セグメント間取引消去12,678千円、各報告セグメントに配分して

いない全社費用△233,518千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理

費であります。

３　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
　

 
項目

 

前第１四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 29円19銭 30円20銭

（算定上の基礎） 　 　

四半期純利益金額(千円) 184,577 190,946

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 184,577 190,946

普通株式の期中平均株式数(株) 6,323,222 6,323,205

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

（重要な自己株式の処分）　

平成24年６月13日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の処分を行なうことを決議

し、平成24年７月２日に当決議内容により処分を行いました。

取締役会決議及び処分の内容は以下のとおりであります。

①処分株式　　　　　　当社普通株式

②募集又は処分方法　　第三者割当の方法による

③処分株式数　　　　　160,000株

④処分価額　　　　　　１株当り730円

⑤処分価額総額　　　　116,800,000円

⑥処分期日　　　　　　平成24年７月２日

⑦処分先の名称等　　　龍巌股?有限公司

　　　　　　　　　　　（中華民国証券櫃?売買中心、GTSM　コード5530）

　
２ 【その他】

　

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年８月14日

株式会社サン・ライフ

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    沖　　　　　恒    弘    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    柴    田    　    剛    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社サン・ライフの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間
（平成24年４月１日から平成24年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成
24年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サン・ライフ及び連結子会社の平成
24年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示し
ていないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
　

EDINET提出書類

株式会社　サン・ライフ(E04971)

四半期報告書

16/16


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	会計方針の変更等
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

